＜生殖＞
休講のせいで講義がありませんでしたが、大切なところなので各自確認してください。

生殖の方法は、大きく二つに分けることができます。

・有性生殖…２つの配偶子(精子と卵子など)が接合することによって、新しい個体を生じる。

　　　　　　→遺伝的に多様性が生じやすい。

・無性生殖…個体の一部が分離して、新しい個体となるような生殖方法。

　　　　　　→親と子の遺伝子は同一。(アメーバ、酵母菌など)

減数分裂

染色体数を半分にして、配偶子を形成するための分裂を、減数分裂といいます。

・分裂が始まる前(間期)に染色体は複製されている。
・第一分裂、第二分裂の２回の分裂が連続して起こる。

→1個の母細胞から、染色体数が半減した4個の娘細胞ができる。

・第一分裂前期に相同染色体どうしが並んで接着する対合がおこり、二価染色体が形成される。

精子形成と卵子形成
細かいですが、一応基礎知識です。先生のプリントにものっているので、確認したほうがいいと思います。
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乗換えと組換え
連鎖…複数の遺伝子が同一の染色体にあり、行動をともにすること。

独立…２つの遺伝子が別々の染色体にあること。

遺伝子が完全に連鎖していない場合、次の考え方が必要になってきます。

乗換え…減数分裂での対合の際に、相同染色体どうしで一部がねじれて入れかわること。

組換え…染色体の乗換えによって、ある2つの遺伝子が、染色体間で入れかわること。
この組換えによって、配偶子の遺伝子の組み合わせはほぼ無限大になります。

組換え価…組換えの起こりやすさを％で表したもの。

一般に、同じ染色体上にある2つの遺伝子間の距離が大きいほど、乗換えが起こりやすいので、組換えの起こる確率も高くなる。
→組換え価は同一染色体にある2つの遺伝子間の距離に対応している。
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組換え価の計算は、定番の問題で、先生も出すかもしれないとおっしゃっていたので、要チェックです。

基礎的な例題をのせときます。
〈例題〉

ある植物の赤花・長葉の純系と白花・丸葉の純系を交雑したところ、Ｆ１は全て赤花・長葉となった。このＦ１に白花・丸葉を交雑したところ、次代は
《赤・長》:《赤・丸》:《白・長》:《白・丸》＝５:１:１:５
となった。花色の遺伝子をＡ、a、葉の形の遺伝子をＢ、bとする。

1） 遺伝子ＡとＢ(aとb)の間の組換え価を求めよ。

2） Ｆ１を自家受精してＦ２を作った場合、Ｆ２の表現型の分離比を求めよ。

解
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∴16.7％
2） 検定交雑(F１×白・丸)の結果より、F1の配偶子の比はAB:Ab:aB:ab=5:1:1:5

	
	5AB
	Ab
	aB
	5ab

	5AB
	25[AB]
	5[AB]
	5[AB]
	25[AB]

	Ab
	5[AB]
	[Ab]
	[AB]
	5[Ab]

	aB
	5[AB]
	[AB]
	[aB]
	5[aB]

	5ab
	25[AB]
	5[Ab]
	5[aB]
	25[ab]


よってF2の表現型の分離比は
《赤・長》:《赤・丸》:《白・長》:《白・丸》
＝[AB]:[Ab]:[aB]:[ab]

=97:11:11:25
※連鎖している三つの遺伝子A,B,Cについて組換え価を調べる場合(三点交雑)は、AとB、BとC、CとAというように、二つの遺伝子(形質)に着目してそれぞれ組換え価を求めます。三点交雑によってこの三つの遺伝子の染色体上の相対的位置がわかります。
…これも定番の問題です。結構出そう…？？
























































































